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RLS アルゴリズムでも O(p2) である．LMS アルゴリズムでは
O(p)であるが収束が遅い．ここでフィルタ係数の数が 2で限定
される個別高調波法では，各高調波に対する処理が 23(= 8) 回
程度であり，全体ではその高調波数倍，すなわち O(p)である．
フィルタ係数の更新式は
hk = R¡1k zk (2)




一信号に対し，高調波数 p における CPU 計算時間を各アルゴ
リズムで測定する．妥当性は，フィルタ出力結果後半部分のパ
ワースペクトルを用い，適応フィルタを用いて交流雑音除去を








は p とともに直線的な時間増大を示しており，他の 2 つの方法
より，pが大きい程高速である．また，低次における他の方法と






























計算量 ○ × △
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